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っくりと考える機会を奪う場合もある。   







































































































































何 kg ですか？ 































































































               ＜支点→横 

























の 1/3 から真ん中の小楕円に矢印→下の 1/3 から右
の小楕円に矢印→小楕円３つを囲み大楕円に向かっ









                     ＜84 の右に「× 
 
図４ 






























４９６ （84 を丸で囲み、線を引っ張る）あ 
と…あとこれだけだったら、（図６の 
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疲れ切った表情をして動きが止まる。 



















          
         ＜縦長の帯→「親」→右に 
小さな帯→「子」→親の 
帯から子の高さと等しい 
横線→その上に 2/3 の 
高さの横線＞ 
 
続いて、図 12 のようにかき加える。 
         ＜「子」の上に 2 マス分の 
帯→2 マスをなぞり、斜 







ログラム」（639）と言い、図 13 をかいた。 
その後、「252 わる３をしたら子が出るじゃ
ないですか…ああ、ならないか、ならないよ 
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